
 

 

  

最期まで住み慣れた地域で、自分らしく、尊厳と生き甲斐をもって暮らしていくために、地域の

特性に応じた地域包括ケアシステムの構築が進められています。 

 その具体策として「住まい」「医療」「介護」「介護予防」「生活支援」の一体的な提供体制の仕

組みづくりが求められています。 

 今回は、地域包括ケアシステムにおける「在宅医療・介護連携」をテーマに開催します。 

日 時 

会 場   
安来市飯島町７０番地 TEL０８５４－２１－０１０１ 

 
参加者 （新型コロナウイルス感染状況により中止もあります） 

講 演 

プロフィール 

 

●現 職：2018年公立大学法人埼玉県立大学理事長 

     慶応義塾大学名誉教授 

●専 門：地域包括ケアシステム論、医療・介護政策、医療・介護 

経営、医療経済学 

●経 歴：1971年慶応義塾大学商学部卒、同大学助手・助教授を 

     経て 1993 年から同大学院経営管理研究科教授。2014 年 

定年退職後 2019年まで、同研究科に設けられたヘルス 

ケアマネジメント・イノベーション寄付講座をベースに 

研究・教育に従事 

●学会役職：日本地域包括ケア学会理事長、日本介護経営学会会長 

アジア太平洋ヘルスサポート学会理事長、日本ケアマ 

ネジメント学会理事 

●主な公職：厚労省社会保障審議会会長 

（兼：介護給付分科会長・福祉部会長） 

      医療介護総合確保促進会議座長 

協会けんぽ運営委員会委員長 
 

（在宅医療及び医療・介護連携 

ワーキンググループ座長 他） 



 

 

 

PM１３:１０ 

▼ 

PM１４:３０ 

Ⅰ．基調講演 

「地域包括ケアシステムにおける在宅医療・介護連携について」 

  公立大学法人埼玉県立大学理事長 田中 滋 氏 

（厚労省：在宅医療及び医療・介護連携ワーキンググループ座長他） 

～休憩 １０分～ 

PM１４:４０ 

▼ 

PM１６:１０ 

Ⅱ．報告・提案 

①「校区別地域ケア会議及び実態調査取組と提案」 

   安来市地域包括支援センター長  足立 卓久 

②「安来第一病院における取組と提案」 

   安来第一病院 院長 杉原 勉 氏 

③「介護支援専門員の取組と提案」 

   安来市医師会 介護計画センター 管理者 藤原 將宏 氏 

④「提案を受けての今後の取組方針」 

   安来市健康福祉部長 中村 一博 

 

座長 安来市医師会長（安来市在宅医療支援センター長） 杉原 整 氏 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 FAX．０８５４－３２－９１１４（締切り：令和４年２月２３日）                                               

   ＜申込み日＞ 令和４年  月  日 

住 所 〒 

団体名  

TEL  FAX  

E-mail  

参加者氏名 

役職 氏名 役職 氏名 

    

    

 

 

 

３月１２日（土） 令和３年度 安来市地域ケア推進会議 申込書 

＜申込み・お問い合わせ先＞ 

安来市地域包括支援センター（担当：松崎・池上・廣江） 

〒６９２－０４０４ 安来市広瀬町広瀬７５４ 広瀬社会福祉センター 

TEL：０８５４－３２－９１１０／FAX：０８５４－３２－９１１４ 

メールアドレス：riku.hiroe@yasugishakyo.com 


